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第５号 

市
民
の
方
々
に
「
大
間
か
ら
函
館

ま
で
３０
㎞
圏
内
で
あ
る
こ
と
」

や
「
世
界
初
の
フ
ル
ｍ
ｏ
ｘ
原
発

を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
」
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
」
に
向
け
た
社
会
を
め
ざ
そ
う

と
市
民
に
訴
え
か
け
た
。 

８
月
１１
日
、
渡
島
地
区
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事
会
を
労

働
福
祉
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

１
０
０
０
万
人
署
名
へ
の
協
力

と
大
間
原
発
建
設
反
対
運
動
強

化
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
８
月
１７
・
１８

日
、
渡
島
管
内
を
オ
ル
グ
、
さ
よ

う
な
ら
原
発
１
千
万
人
・
大
間
原

発
建
設
中
止
の
署
名
に
つ
い
て

は
組
合
員
１
人
５
筆
を
目
標

に
、
ま
た
、
各
市
町
村
の
９
月
議

会
に
間
に
合
う
よ
う
原
発
に
関

す
る
意
見
書
の
採
択
に
向
け
て

さ
ら
な
る
要
請
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
２８
日
、
道
南
地

区
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
函

館
駅
前
と
本
町
交
差
点
で
大
間

原
発
建
設
中
止
の
街
頭
演
説
（
弁

士 

平
出
道
議
・
高
橋
道
議
・
道

畑
市
議
小
山
市
議
、
）
と
署
名
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
議
員
団
は 

８
月
３０
日
、
木
古
内
町
で
「
平

和
の
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
木
古
内
町
職

労
青
年
女
性
部
長
の
加
藤
宗
誠

さ
ん
の
挨
拶
を
う
け
、
平
和
行
動

IN
沖
縄
に
参
加
さ
れ
た
町
職
労

の
石
川
充
さ
ん
か
ら
は
普
天
間

基
地
の
問
題
や
婦
女
暴
行
事
件

等
で
県
民
不
信
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
。
在
日
米
軍
従
業
員
の
こ
と

も
現
実
で
あ
り
、
基
地
で
仕
事
が

あ
る
こ
と
で
県
民
の
生
活
が
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
沖
縄
県
民
は
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解

で
き
た
。
ま
た
、
被
災
地
復
興
支

援
活
動
に
参
加
さ
れ
た
敦
澤
裕

也
さ
ん
か
ら
は
、
被
災
地
で
の
支

援
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
岩

手
県
宮
古
市
の
田
老
地
区
に
つ

い
て
写
真
や
ビ
デ
オ
で
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
！ 

平
和
の
集
い
in 

木
古
内
町 

い
か
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た

の
か
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
渡
島
地
域
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
渡
辺
事
務
局
長

よ
り
二
人
の
報
告
を
受
け
、
「
ふ

つ
う
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
て
頂
き
た
い
。
現
在
も

被
災
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
一

日
も
早
い
、
復
帰
を
望
み
、
野
田

新
政
権
に
最
大
限
の
力
を
発
揮

し
て
頂
き
、
復
興
を
め
ざ
し
て
頂

く
こ
と
を
切
に
願
う
」
と
述
べ
、

木
古
内
町
平
和
の
集
い
の
総
括

と
し
た
。 

木古内町職労 石川さん  敦澤さん 

本町交差点での署名活動 

函館駅前での街頭演説 



２０１１年９月５日           自治労渡島地方本部ニュース                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

８
月
２６
日
、
医
療
・
介
護
フ

ォ
ー
ラ
ム
in

函
館
が
国
際
ホ

テ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
地
元
地
域
の
現
場
か
ら
、

た
け
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
武

田
良
一
先
生
、
函
館
西
部
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
の
栗

田
美
津
子
看
護
師
、（
株
）
あ
ん

じ
ゅ
う
の
施
設
総
務
部
長
波
並

孝
さ
ん
か
ら
現
状
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
発
言
を
頂
き
ま
し

た
。
武
田
先
生
は
重
症
度
の
高

い
方
を
在
宅
で
ケ
ア
す
る
の
は

コ
ス
ト
も
か
か
り
現
実
的
で
は

な
い
。
ま
た
、
栗
田
看
護
師
は

訪
問
看
護
師
の
担
い
手
が
少
な

く
人
材
不
足
で
あ
る
。
も
っ
と
、

訪
問
看
護
師
に
対
し
評
価
し
て

頂
き
た
い
し
、
制
度
の
改
革
が

急
務
で
あ
る
。
波
並
さ
ん
は
施

設
の
運
営
に
あ
た
り
、
２４
時
間

対
応
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

に
は
人
員
が
必
要
で
あ
り
コ
ス

ト
も
か
か
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
・ 

９月 17 日～18 日  道本部第 26 回女性部定期総会（札幌市自治労） 

９月18日     さようなら原発１０００万人アクションin北海道（札幌市） 

９月 19 日     ９:１９さようなら原発全国集会（東京） 

９月 23 日     おおさか誠二衆議政経セミナー（函館市） 

９月 29 日～30 日  道本部第 52 回定期大会（札幌市 ポールスター） 

最
後
に
山
崎
ま
や
衆
議
院
議

員
よ
り
、
政
治
家
と
し
て
２
年

間
の
成
果
は
、
診
療
報
酬
の
プ

ラ
ス
改
定
が
で
き
た
こ
と
だ
と

力
説
。
安
心
し
て
病
院
に
か
か

り
、
介
護
が
受
け
ら
れ
る
社
会

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
達

成
す
る
の
は
政
治
家
の
仕
事
で

も
あ
る
。
今
後
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
医
療
・
介
護
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
、
力
強
い
発
言
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。 

医
療
・
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉｎ
函
館 

安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
政
治
で 

２
日
半
で
、
各
講
座
で
多
く

の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。
「
組

合
は
労
働
者
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
の
か
」「
「
地
方
公
務
員

２４
条
で
給
料
が
決
ま
っ
て
い

る
」
「
組
合
員
の
４０
％
は
女
性

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
運
動
の
中

で
意
識
的
に
係
わ
っ
て
ほ
し

い
」
「
非
組
合
員
に
は
給
与
の

自
主
返
納
を
さ
せ
る
べ
き
」

「
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
姿

勢
が
大
切
」
と
各
講
座
で
の
名

言
集
と
し
て
勝
手
に
記
載
し

ま
し
た
。
道
本
学
校
に
参
加
で

き
、
地
本
・
道
本
部
に
感
謝
し

ま
す
。 

人
材
育
成
・
リ
ー
ダ
ー
養
成 

 

自
治
労
北
海
道
学
校 

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ス
」 山上学校長あいさつ 

第Ｂグループ  教宣作り 

ち ほ ん 
予  定 

ケ
ア
に
対
応
し
て
い
く
に
も
制

度
化
さ
れ
て
い
な
い
。
と
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
現
状
を
提
起
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

９
月
２
日
か
ら
４
日
、
自
治
労

道
本
部
で
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー

ス
・
人
材
育
成
・
リ
ー
ダ
ー
養
成

学
校
』
を
行
う
。
山
上
学
校
長
よ

り
、
社
会
や
政
治
が
混
沌
と
し
て

い
る
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
自
治
体

職
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ス

は
そ
の
運
動
の
糧
に
な
れ
ば
あ

り
が
た
い
、
と
挨
拶
を
受
け
る
。 


